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一
　
は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
三
月
、
東
京
都
内
の
二
ヶ
所
の
会
場
で
、「
ア
ジ
ア
・

ア
ナ
ー
キ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
題
す
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
台
湾
の
中
堅
・
若
手
の
現
代
美
術
家
を
中
心

に
十
組
を
紹
介
す
る
グ
ル
ー
プ
展
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た

映
像
作
品
の
一
つ
に
、
陳
擎
耀
（
チ
ェ
ン
・
チ
ン
ヤ
オ
）
の
《Inter-

national R
adio E

xercise

》
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
と
台
湾
の

町
中
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
人
々
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
並
べ
た
も
の

だ
が
、
両
国
の
文
化
の
共
通
性
を
面
白
さ
と
と
も
に
描
い
て
い
る
１ 
。

こ
の
映
像
作
品
は
、
日
本
と
台
湾
の
双
方
に
ラ
ジ
オ
体
操
が
今
も
深

く
根
づ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

近
年
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
社
会
的
意
味
を
問
い
直
す
研
究
が
、
い
く

つ
も
現
れ
て
い
る
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
黒
田
勇
に
よ
る

「
ラ
ジ
オ
体
操
と
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」2
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
黒

田
は
、
そ
の
後
の
成
果
も
含
め
て
、『
ラ
ジ
オ
体
操
の
誕
生
』
と
い
う

単
著
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
黒
田
は
、
本
来
、
ラ
ジ
オ
体

操
に
託
さ
れ
た
の
は
個
人
の
健
康
で
あ
っ
た
が
、
日
本
全
体
で
一
つ

の
行
為
に
個
々
の
身
体
を
同
調
さ
せ
る
と
い
う
ラ
ジ
オ
体
操
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
親
和
的
で
あ
っ
た
と
い
う
3

。

高
橋
秀
実
は
、「
な
ぜ
ラ
ジ
オ
体
操
は
こ
れ
ほ
ど
日
本
人
に
親
し

ま
れ
て
い
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、『
素
晴
ら
し
き
ラ
ジ
オ
体
操
』
を

刊
行
し
て
い
る
4

。
ま
た
、
竹
山
昭
子
は
、
著
書
『
ラ
ジ
オ
の
時
代　

ラ
ジ
オ
は
茶
の
間
の
主
役
だ
っ
た
』
の
中
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
一
章

を
割
き
、
も
と
も
と
逓
信
省
簡
易
保
険
局
の
猪
熊
貞
治
や
新
藤
誠
一

ら
に
よ
っ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
日

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操

井

川

充

雄
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本
の
ラ
ジ
オ
の
中
に
一
つ
の
番
組
と
し
て
定
着
す
る
過
程
を
資
料
に

よ
っ
て
跡
付
け
て
い
る
5

。
こ
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽
と
し

て
の
特
性
に
も
注
目
し
な
が
ら
、「
モ
ダ
ン
」
や
「
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
を

考
察
し
た
竹
村
洋
介
の
論
文
6

や
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
権
力

論
を
用
い
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
国
民
化
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
山
下
大

厚
の
論
文
7

な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
、
黒
田
は
若
干
の
言
及
を
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
研
究
は
、
外
地
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
に
ほ
と
ん
ど

言
及
し
て
い
な
い
。
他
方
、
近
年
に
な
っ
て
、
植
民
地
研
究
の
中
か

ら
ラ
ジ
オ
体
操
に
触
れ
た
研
究
が
い
く
つ
か
現
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
権
学
俊
は
、
植
民
地
下
の
朝
鮮
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
、

「
健
民
運
動
」
と
し
て
日
常
生
活
の
規
律
化
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
8

。
ま
た
、
代
珂
は
、「
満
州
国
」
と
そ
の

前
身
の
「
関
東
州
」
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ

が
「
満
州
国
」
独
自
の
「
建
国
体
操
」
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
、
従

属
・
服
従
を
示
す
た
め
の
儀
礼
的
機
能
と
し
て
分
析
し
て
い
る
9

。

こ
の
ほ
か
、
植
民
地
に
お
け
る
体
育
史
研
究
と
し
て
は
、
入
江
克
己

や
西
野
達
雄
の
一
連
の
著
作
が
あ
る
10
。

周
知
の
通
り
、
日
本
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
一
九
二
五
（
大

正
一
四
）
年
に
試
験
放
送
を
行
っ
た
社
団
法
人
東
京
放
送
局
に
始
ま

る
。
そ
れ
が
翌
二
六
年
八
月
二
〇
日
に
は
、
続
い
て
設
立
さ
れ
た
大

阪
放
送
局
、
名
古
屋
放
送
局
と
統
合
し
、
日
本
放
送
協
会
と
な
る
。

そ
の
設
立
間
も
な
い
日
本
放
送
協
会
が
、
最
初
に
直
面
し
た
国
家
的

イ
ベ
ン
ト
が
、
大
正
天
皇
の
崩
御
と
昭
和
天
皇
の
即
位
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
一
月
の
ご
大
礼
（
昭
和
天

皇
即
位
の
式
典
）
に
向
け
て
、
放
送
協
会
は
全
国
放
送
網
の
建
設
を

進
め
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
一
九
二
七
年
の
夏
頃
、
逓
信
省
簡
易
保
険
局
が
、

ア
メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
生
命
保
険
会
社
が
始
め
た
ラ
ジ
オ
体

操
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
日
本
で
も
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
体
操
を
指
導
す

る
「
保
健
体
操
の
放
送
」
を
放
送
協
会
に
働
き
か
け
た
。
こ
れ
が
、

大
礼
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
一
九
二
八
年
一
一
月
一
日
、
東
京
放

送
局
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ラ
ヂ
オ
体
操
」
と
な
る
11
。
つ
ま
り
、
日

本
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
そ
の
発
足
か
ら
天
皇
制
と
深
い
関
わ

り
が
あ
っ
た
。
な
お
、
開
始
当
初
の
正
式
名
称
は
「
国
民
保
健
体
操
」

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
今
日
ま
で
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
名
称
が
定

着
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
で
統
一
す
る
こ
と
に
す

る
。
一
九
三
二
年
に
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
二
（
た
だ
し
、
現
在
、
一

般
に
行
わ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
・
第
二
と
は
、
体
操
の
内
容

も
音
楽
も
異
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
は
一
九
五
一

年
、
第
二
は
一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。）
の
放
送
も

始
ま
る
。
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そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
見
る
上
で
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
個
人

の
運
動
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、「
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」
と
し
て
集
団

化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
々
は
職
場
や
学
校
等
、

集
団
と
い
っ
て
も
小
規
模
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三

〇
年
七
月
、
東
京
・
神
田
万
世
橋
署
の
児
童
係
巡
査
の
面
高
叶
の
呼

び
か
け
で
、
子
ど
も
た
ち
が
集
団
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
た
12
。
翌

年
に
は
、
東
京
中
で
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
が
開
か
れ
、
各
小
学

校
の
三
一
四
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
延
べ
三
五
〇
万
人
を
数
え

た
13
。
一
九
三
二
年
夏
に
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
は
全
国
に
広
が
っ

た
。
こ
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
は
毎
年
、
規
模
が
拡
大
し
、
本
稿

が
対
象
と
す
る
台
湾
や
そ
の
他
の
外
地
で
も
実
施
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
集
団
化
の
過
程
は
、
多
く
の
人
々
の
身
体
を
一
律
に
動

か
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
い
う
ラ
ジ
オ
の
放
送
の
特
性
を
よ
く
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
団
化
は
、「
国
民
化
」
さ
ら

に
は
「
皇
民
化
」
を
進
展
し
、
国
民
の
身
体
や
精
神
を
「
総
動
員
」

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
　
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
始

台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
日
本
と
同
様
に
、
一
九
二
五
年

に
始
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
の
六
月
一
七
日
に
開
会
し
た
始

政
三
十
年
記
念
展
覧
会
の
第
三
会
場
に
お
い
て
台
湾
総
督
府
交
通
局

逓
信
部
が
一
〇
日
間
に
わ
た
っ
て
実
験
放
送
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
二
八
年
一
二
月
二
二
日
に
な
っ
て
、
台
北
放
送
局
が

開
局
し
、
試
験
放
送
を
開
始
し
た
。
当
初
は
、
逓
信
部
が
運
営
し
た
。

台
北
放
送
局
が
本
放
送
を
開
始
す
る
の
は
、
一
九
三
一
年
一
月
一
五

日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
翌
二
月
一
日
に
は
、
社
団
法
人
台
湾

放
送
協
会
が
設
立
さ
れ
、
台
北
放
送
局
は
台
湾
総
督
府
か
ら
移
管
さ

れ
る
。
一
九
三
二
年
四
月
一
日
に
は
台
南
放
送
局
が
、
一
九
三
五
年

五
月
一
一
日
に
は
台
中
放
送
局
が
開
局
し
た
。
な
お
、
一
九
四
二
年

一
〇
月
一
〇
日
か
ら
二
重
放
送
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
す
べ
て
の
放

送
は
日
本
語
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
て

い
た
と
は
い
え
、
加
入
者
は
圧
倒
的
に
日
本
人
が
多
か
っ
た
14
。

日
本
の
植
民
地
下
の
朝
鮮
で
は
、
一
九
二
六
年
に
社
団
法
人
京
城

放
送
局
が
設
立
さ
れ
、
翌
二
七
年
二
月
一
六
日
に
放
送
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
日
本
の
租
借
地
と
な
っ
て
い
た
中
国
・
大
連
で
は
一
九

二
五
（
大
正
一
四
）
年
八
月
、
関
東
庁
逓
信
局
が
実
験
放
送
を
行
っ

た
。
一
九
三
三
年
に
「
満
州
国
」
が
建
国
さ
れ
る
と
、
同
年
九
月
一

日
に
満
州
電
信
電
話
株
式
会
社
（
満
電
）
が
設
立
さ
れ
、
首
都
の
新

京
（
長
春
）
に
置
か
れ
た
新
京
放
送
局
や
、
そ
れ
ま
で
の
大
連
放
送

局
な
ど
を
そ
の
下
に
置
い
た
15
。

こ
う
し
て
「
帝
国
」
の
版
図
の
拡
大
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
網
も
建

設
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
も
拡
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大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
開
始
一
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
日
本
放
送
協
会
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
関
す
る
感
想
文
を

全
国
か
ら
募
集
し
た
。
そ
れ
は
『
ラ
ヂ
オ
体
操
感
想
文
集　

ラ
ヂ
オ

体
操
放
送
開
始
十
周
年
記
念
』16
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

中
に
は
、
台
湾
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寄

せ
ら
れ
た
二
百
通
あ
ま
り
の
感
想
文
の
う
ち
一
通
は
朝
鮮
か
ら
、
二

通
は
満
州
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
の
太
平
洋
戦
争
開
戦

と
同
時
に
、
日
本
軍
は
タ
イ
王
国
領
土
に
進
軍
を
開
始
し
、
一
二
月

二
一
日
に
日
泰
攻
守
同
盟
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
六
月

に
、
放
送
局
設
置
が
発
表
さ
れ
る
。

占
領
地
に
放
送
局
設
置
と
ラ
ヂ
オ
体
操

タ
イ
放
送
局
報
に
よ
る
と
、
佛
印
よ
り
割
譲
さ
れ
る
地
域
確
定

後
バ
ツ
タ
ン
バ
ン
に
放
送
局
を
設
立
す
べ
く
、
尚
該
局
は
安
南

語
及
カ
ン
ボ
ヂ
ャ
語
の
放
送
を
行
い
、
之
加
公
式
発
表
に
よ
れ

ば
、
放
送
局
は
タ
イ
国
民
体
位
向
上
の
為
、
体
育
局
と
協
力
し

て
ラ
ヂ
オ
に
よ
る
朝
の
体
育
訓
練
を
指
導
す
る
筈
。
尚
本
計
画

開
始
前
宣
伝
局
は
社
会
各
方
面
の
意
見
を
集
め
て
善
処
す
る
と

云
わ
れ
て
い
る
1７
。

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
が
放
送
局
の
設
置
と
と
も
に

発
表
さ
れ
る
ほ
ど
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
重
視
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
雑
誌
『
放
送
研
究
』
に
は
、
中
国
戦
線
の
最
前
線
で
、
ラ

ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽
に
励
ま
さ
れ
た
と
の

記
者
の
レ
ポ
ー
ト
も
あ
る
1８
。
竹
村
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ラ

ジ
オ
体
操
は
音
楽
番
組
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
特
性
を
如
実
に
示
す

記
述
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
だ
が
、
台
湾
で
発
行
さ
れ
て

い
た
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
ラ
ジ
オ
欄
を
繰
っ
て
い
く
と
、
逓
信
部

時
代
の
台
北
放
送
局
に
よ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
四
月
一
日
に
開
始
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
一
日
の
放
送
は
、
午
前
一
〇
時
三
〇

分
か
ら
夜
の
一
〇
時
ま
で
で
、
こ
の
日
か
ら
、
午
後
〇
時
四
〇
分
か

ら
と
午
後
六
時
五
〇
分
か
ら
の
一
日
二
回
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
放
送
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
日
の
四
月
一
日
に
は
、
放
送
に
先
立
っ
て

〇
時
三
〇
分
か
ら
特
別
講
演
「
ラ
ヂ
オ
体
操
開
始
に
際
し
て
」
が
放

送
さ
れ
た
。
講
演
者
は
、
本
多
庫
吉
と
あ
る
。
台
湾
総
督
府
職
員
録

に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
物
は
、
当
時
、
貯
蓄
貯
金
課
書
記
で
あ
っ
た
1９
。

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
は
、
夕
方
の
放
送
の
前
の
六
時
二

五
分
か
ら
、
台
北
高
等
商
業
学
校
助
教
授
の
今
井
壽
男
に
よ
る
「
ラ

ジ
オ
体
操
の
要
領
」
も
放
送
さ
れ
て
い
る
２０
。
番
組
改
定
直
前
の
三
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月
二
九
日
は
、
以
下
の
予
告
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

中
継
放
送
は
今
月
限
り　

ラ
ヂ
オ
体
操
其
他
新
し
い
試
み

　

内
地
の
中
継
に
よ
っ
て
だ
い
ぶ
賑
わ
っ
た
台
北
放
送
局
も

追
々
空
雷
期
に
入
る
の
で
例
に
よ
っ
て
内
地
中
継
は
本
月
限
り

と
し
四
月
一
日
よ
り
全
部
地
元
放
送
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
、

而
し
て
新
し
い
試
み
と
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
午
後
零
時
四

十
分
よ
り
午
後
六
時
五
十
分
よ
り
の
二
回
各
十
分
間
及
び
台
北

市
基
隆
市
の
職
業
紹
介
（
求
人
求
職
）
を
毎
週
月
曜
日
午
後
九

時
二
十
分
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
に
放
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
２1
。

空
雷
と
は
、
雨
が
降
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
雷
が
発
生
す
る
大

気
が
不
安
定
な
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
当
時

の
技
術
で
は
内
地
か
ら
の
電
波
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
内

地
か
ら
の
中
継
に
依
存
で
き
な
く
な
っ
た
台
北
放
送
局
が
始
め
た
の

が
ラ
ジ
オ
体
操
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
放
送
協
会
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
元
軍
人
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

江
木
理
一
が
掛
け
声
を
か
け
た
が
、
内
地
か
ら
の
中
継
に
依
存
で
き

な
く
な
っ
た
台
北
放
送
局
は
、
今
井
壽
男
ら
数
人
の
教
員
が
交
代
で

講
師
を
務
め
た
２2
。

こ
う
し
て
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
日
本
か
ら
ほ
ぼ
一
年

半
遅
れ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
、
当
時
の
『
台
湾

日
日
新
報
』
の
記
事
を
見
る
と
、
そ
れ
は
唐
突
に
始
ま
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
前
年
の
一
九
二
九
年
九
月
二
九
日
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
事
が
あ
る
。

ラ
ヂ
オ
体
操

毎
朝
新
公
園
に
於
け
る
国
民
体
操
に
て
心
身
を
練
っ
て
い
る
修

養
会
で
は
内
地
に
流
行
し
つ
つ
あ
る
ラマ

マ
デ
オ
体
操
を
二
十
九
日

に
朝
台
湾
に
於
け
る
第
一
回
と
し
て
催
す
こ
と
に
な
っ
た
２3
。

文
中
の
「
国
民
体
操
」
と
は
、
国
民
体
操
研
究
所
長
の
松
元
稲
穂

が
考
案
し
た
、
一
日
五
分
の
体
操
で
呼
吸
器
と
消
化
器
を
強
健
に

す
る
と
い
う
も
の
で
、
ヨ
イ
サ
ヨ
イ
サ
の
掛
け
声
と
と
も
に
行
わ
れ

た
２4
。
台
湾
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
『
高
雄
時
報
』
八
号
に
、
そ

の
効
用
等
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
２5
、
あ
る
程
度
実
践
さ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
松
元
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
（
国
民
保
健
体
操
）
の
考

案
に
も
関
わ
っ
て
い
る
２6
。

こ
の
松
元
の
「
国
民
体
操
」
と
深
く
関
係
し
て
い
た
の
が
、
修
養

団
と
い
う
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
二

月
一
一
日
に
蓮
沼
門
三
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
現
存
す
る
社
会
教

育
団
体
で
あ
る
。
設
立
直
後
は
、
東
京
市
長
な
ど
を
歴
任
し
た
田
尻
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稲
次
郎
や
、
枢
密
院
議
長
や
首
相
を
務
め
た
平
沼
騏
一
郎
ら
が
団
長

を
務
め
た
。「
流
汗
鍛
錬
」
と
「
同
胞
相
愛
」
の
二
つ
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
自
己
の
精
神
と
身
体
の
鍛
錬
に
よ
る
社
会
改
善
を
目
的
と
し
、

鍛
錬
の
た
め
の
野
外
活
動
な
ど
を
実
践
し
た
。
蓮
沼
自
身
は
、
こ
の

修
養
団
の
活
動
を
「
白
色
倫
理
運
動
」
と
考
え
て
い
た
２7
。
彼
に
と
っ

て
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
民
主
主
義
、
さ
ら
に
は
社
会
主
義

や
無
政
府
主
義
の
浸
透
に
よ
っ
て
分
断
の
進
む
日
本
社
会
を
、
精
神

と
身
体
を
鍛
錬
し
て
倫
理
を
立
て
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
善
し
よ

う
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
皇
国
民
育
成
の
た
め
の
国
民
教

化
の
色
彩
を
強
め
て
い
っ
た
２8
。
そ
し
て
、「
流
汗
鍛
錬
」
の
た
め
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
、
松
元
の
「
国
民
体
操
」
で
あ
っ
た
２9
。

一
九
二
五
年
一
一
月
に
は
、
台
湾
教
育
会
の
招
聘
に
よ
り
、
修
養

団
主
幹
の
蓮
沼
や
顧
問
と
な
っ
て
い
た
松
元
ら
が
台
湾
を
訪
問
し

た
。
こ
の
と
き
に
は
一
一
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
全
島
小
公
学
校
長
講
習
会
を
開
催
し
、
校
長
ら
を
対
象
に
、

合
宿
し
て
「
修
養
」
を
実
践
し
た
30
。
そ
し
て
、
一
九
二
八
年
二
月

一
一
日
に
は
、
修
養
会
台
北
支
部
が
発
会
す
る
31
。
こ
れ
が
、
先
の

引
用
文
中
の
「
修
養
会
」
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
修
養
会
に
と
っ
て
は
、
早
起
き
を
し
て
体
を
動
か
す
こ

と
は
、
た
ん
に
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
早
朝
に
集
合
し
身
体
を
鍛
錬
す
る
こ
と
が
、
精
神
の
修
養
で
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
修
養
会
に
よ
る
早

朝
の
体
操
実
践
を
直
接
の
前
史
と
し
て
、
台
湾
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
述
の
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
当
初

一
〇
時
三
〇
分
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
台
湾
放
送
協
会
の
放
送
の
拡
充

と
と
も
に
放
送
時
間
が
早
ま
っ
て
い
っ
た
。
内
地
で
は
、
お
お
む
ね

朝
七
時
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
が
放
送
さ
れ
て
い
た
が
、
台
湾
で
は
季
節

に
よ
っ
て
放
送
時
間
が
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
四
月
か
ら
九
月

（
年
に
よ
っ
て
は
一
〇
月
）
ま
で
は
平
日
・
休
日
と
も
に
六
時
放
送

開
始
で
、
一
〇
月
（
ま
た
は
一
一
月
）
か
ら
三
月
は
六
時
三
〇
分
放

送
開
始
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
最
初
の
三
〇
分
間
に
「
朝
の
挨
拶
・

ラ
ヂ
オ
体
操
・
今
日
の
お
天
気
」
が
放
送
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三

七
年
に
は
、
学
校
の
夏
休
み
に
な
る
七
月
一
一
日
か
ら
八
月
三
一
日

ま
で
、
時
間
が
さ
ら
に
早
ま
り
午
前
五
時
三
〇
分
開
始
と
な
っ
て
い

る
32
。ま

た
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
日
か
ら
、
内
地
と
台
湾
の
時
差
が

撤
廃
さ
れ
、
台
湾
の
標
準
時
を
日
本
の
標
準
時
に
合
わ
せ
る
措
置
が

と
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
時
間
は
一
時
間
早
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
と
き
、
放
送
開
始
は
午
前
七
時
と
な
り
、
内
地
に
合
わ

せ
ら
れ
た
33
。
し
か
し
、
一
九
三
八
年
六
月
か
ら
、
再
び
放
送
開
始

は
六
時
三
〇
分
に
早
め
ら
れ
て
い
る
34
。
ま
た
、
こ
の
年
の
五
月
か



27

ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
午
後
に
も
ラ
ジ
オ
体
操
が
放
送
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

五
月
二
日
よ
り
午
後
も
ラ
ジ
オ
体
操

躍
る
朝
日
の
光
を
浴
び
て
、
一
家
揃
っ
て
毎
朝
の
ラ
ヂ
オ
体
操

は
そ
の
日
一
日
を
い
か
に
爽
快
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ

う
！

然
し
そ
れ
だ
け
で
満
足
と
い
う
こ
と
は
云
え
ま
せ
ん
。
時
は
国

家
の
非
常
時
、
国
民
精
神
総
動
員
と
共
に
国
民
の
体
位
の
向
上

は
ゆ
る
が
せ
に
出
来
ぬ
時
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
日
の

う
ち
に
最
も
精
神
も
体
も
疲
労
を
覚
え
、
活
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
午
後
、
も
う
一
度
揃
っ
て
ラ
ヂ
オ
体
操
を
し
よ
う
で
はマ

りマ

ま
せ
ん
か
35
。

な
お
、
日
本
国
内
で
も
、
一
九
三
九
年
四
月
一
日
よ
り
、「
国
民
保

健
の
徹
底
を
期
し
て
」
毎
日
午
後
二
時
四
〇
分
か
ら
二
〇
分
間
ラ
ヂ

オ
体
操
の
時
間
が
増
設
さ
れ
た
36
。
ラ
ジ
オ
体
操
を
一
日
に
何
度
も

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
を
鍛
え
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
国
家

の
た
め
に
な
る
と
い
う
「
健
康
報
国
」
の
考
え
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

三
　
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
団
化

台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
日
本
国
内
と
同
様
に
集
団
化
し

て
い
く
の
に
そ
れ
ほ
ど
の
時
間
は
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
一
四
日
か
ら
の
六
日
間
、
総
督

府
文
教
局
、
交
通
局
逓
信
部
、
台
北
市
、
台
湾
放
送
協
会
の
共
同
主

催
、
台
湾
日
日
新
報
社
、
各
青
年
団
、
生
命
保
険
協
会
等
の
後
援
の

下
に
、
毎
日
午
前
六
時
か
ら
三
〇
分
間
、
台
北
市
新
公
園
内
の
広
場

で
行
わ
れ
た
。
三
〇
分
間
と
い
う
の
は
、
ま
ず
第
一
体
操
を
や
っ
た

後
、
さ
ら
に
第
一
、
第
二
、
第
一
、
第
二
を
続
け
て
、
計
五
回
も
体

操
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
初
め
て
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
は
、

一
日
最
高
六
五
〇
〇
人
、
参
加
延
べ
人
員
が
三
万
一
五
〇
〇
人
に
達

し
た
と
い
う
37
。

翌
三
四
年
の
夏
に
は
、
全
島
に
拡
大
さ
れ
、
総
督
府
文
教
局
、
交

通
局
逓
信
部
、
台
湾
放
送
協
会
の
共
催
で
、
島
内
の
学
校
、
公
園
、

広
場
等
の
四
三
三
カ
所
を
使
っ
て
、「
第
一
回
全
島
ラ
ヂ
オ
体
操
の

会
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
〇
日
間
に
約
二
〇
〇
万
人
が

参
加
し
た
38
。「
全
台
湾
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」
は
、
一
九
四
四
年
に
は

戦
局
が
悪
化
し
て
中
止
と
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
参
加
者
数
等
は
表

１
の
通
り
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
一
九
四
〇
年
度
以

降
の
参
加
人
数
等
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
年
に
よ
っ
て
会
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期
が
違
う
の
で
、
参
加
延
べ
人
数
は
単
純
に
は
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
一
九
四
三
年
に
は
八
月
一
日
か
ら
三
一
日
ま
で
一
ヶ
月
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
39
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
会
は
、
例
え
ば
、
一
九
三
六
年
の
場
合
、
次
の
よ

う
な
順
序
で
行
わ
れ
た
。

ラ
ヂ
オ
体
操
の
会　

一
九
三
六
年
、
八
月
一
〇
日
よ
り
一
九
日

ま
で
一
〇
日
間
開
く
。

実
施
順
序
は
午
前
五
時
五
十
五
分
よ
り
レ
コ
ー
ド
を
放
送
し
て

先
ず
準
備
を
行
い
、
六
時
朝
の
挨
拶
、
国
旗
掲
揚
国
歌
斉
唱
、

皇
居
遙
拝
を
な
し
つ
づ
い
て
体
操
が
開
始
さ
れ
、
終
了
後
万
歳

の
三
唱
、
参
加
者
一
同
拍
手
、
レ
コ
ー
ド
放
送
裡
に
解
散
と
な

り
ま
す
40
。

こ
こ
で
、
一
九
三
七
年
の
「
第
四
回
全
台
湾
ラ
ヂ
オ
体
操
の
会
」

で
の
、
文
教
局
長
の
島
田
昌
勢
の
挨
拶
を
見
て
み
よ
う
。
全
文
を
掲

載
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
要
点
は
以
下
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
第
一
は
、「
健
康
で
あ
り
た
い
と
云
う
こ
と
程
、
我
々
に

と
っ
て
一
般
的
な
願
い
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
な
く
し

て
、
我
々
は
到
底
完
全
な
る
公
私
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
あ
り
ま
す
」。
第
二
は
「
近
来
に
な
り
ま
し
て
、
一
般
社
会
の

人
々
、
特
に
都
市
に
居
住
す
る
人
々
の
地
理
的
環
境
、
生
活
条
件
等

は
保
健
衛
生
の
立
場
か
ら
申
し
ま
す
な
ら
ば
、
漸
次
、
悪
化
の
傾
向

を
通
り
ま
し
て
、
茲
に
一
つ
の
社
会
問
題
を
さ
え
生
ず
る
に
至
っ

て
」
お
り
、「
ラ
ヂ
オ
体
操
は
実
に
、
か
か
る
問
題
解
決
の
一
手
段
と

も
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
運
動
動
作
の
簡
単
容

易
な
る
点
、
広
く
一
般
の
参
加
に
応
じ
ら
れ
る
点
、
等
よ
り
見
ま
す

表１　台湾における「ラジオ体操の会」の開催状況

名　　称 年度 会場数 参加延べ人数
台北ラジオ体操の会 1933 1 31,500

第一回全台湾ラヂオ体操の会 1934 432 約200万人
第二回全台湾ラヂオ体操の会 1935 463
第三回全台湾ラヂオ体操の会 1936 482 1,341,403
第四回全台湾ラヂオ体操の会 1937 710 1,707,685
第五回全台湾ラヂオ体操の会 1938 1,519 3,181,000
第六回全台湾ラヂオ体操の会 1939 1,768 3,785,298
第七回全台湾ラジオ体操の会 1940
第八回全台湾ラジオ体操の会 1941
第九回全台湾ラジオ体操の会 1942
第十回全台湾ラジオ体操の会 1943

（出典）　台湾放送協会発行『ラヂオタイムス』、日本放送協会
発行『ラヂオ年鑑』『放送』『放送文化』の記事等から
作成。
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る
と
、
誠
に
適
切
、
有
効
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」。
そ
し
て
第
三
に

は
「
さ
ら
に
こ
れ
を
一
つ
の
国
民
的
行
事
と
し
て
見
ま
す
時
は
、

我
々
は
更
に
一
層
根
本
的
で
あ
り
、
又
大
切
な
意
義
を
認
め
る
の
で

あ
り
ま
す
。
即
ち
、
早
朝
、
黎
明
の
中
に
於
て
、
老
幼
男
女
相
集
い
、

清
明
な
る
気
分
の
中
に
、
皇
居
遙
拝
、
国
旗
掲
揚
等
の
国
民
的
行
事

を
行
う
こ
と
は
、
国
民
精
神
を
涌
養
、
振
作
す
る
上
に
誠
に
大
切
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
民
的
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て

得
ら
れ
る
べ
き
共
通
の
感
情
、
共
通
の
体
験
が
、
国
民
的
自
覚
の
基

礎
と
考
え
ら
れ
ま
す
な
ら
ば
、
我
々
が
こ
の
ラ
ヂ
オ
体
操
の
会
に
於

け
る
行
事
に
よ
り
獲
得
す
る
も
の
こ
そ
、
我
々
の
国
民
的
自
覚
を
深

め
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
本
島
に
於
て
は
、
特
に
こ
の
種
の
行
事

は
意
義
を
持
つ
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」41
。
つ
ま
り
、

第
一
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
目
的
は
個
人
の
健
康
に
あ
る
と
す
る
が
、
第

二
に
は
環
境
の
改
善
と
い
う
社
会
的
目
的
が
加
わ
り
、
第
三
に
は
そ

ろ
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
す
る
こ
と
が
国
民
精
神
を
涵
養
し
、
国
民
的
自

覚
を
深
め
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
も

ち
ろ
ん
、
当
時
の
日
本
や
そ
の
植
民
地
が
「
非
常
時
」
に
あ
り
、「
思

想
善
導
」
が
必
要
で
あ
る
と
統
治
者
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
れ
を
、
同
じ
年
の
「
閉
会
の
辞
」
で
逓
信
部
長
の
戸
水
昇
は
、

よ
り
端
的
に
述
べ
て
い
る
。

去
る
八
月
一
日
か
ら
二
〇
日
間
に
亘
、
全
国
的
に
「
良
心
鍛
錬

運
動
」
が
開
始
さ
れ
、
非
常
時
日
本
の
国
民
総
動
員
的
の
良
心

鍛
錬
を
は
か
る
べ
く
挙
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
を
達
す

る
一
に
ラ
ヂ
オ
体
操
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
斯
る
際
に
老
幼
男

女
挙
っ
て
、
心
身
の
健
康
を
は
か
る
義
務
が
茲
に
も
あ
る
も
の

と
思
う
42
。

こ
の
一
九
三
七
年
に
は
、
日
本
政
府
が
、
八
月
一
日
か
ら
同
二
〇

日
ま
で
国
民
心
身
鍛
練
運
動
を
国
家
総
動
員
で
展
開
し
た
。
そ
の
骨

子
は
、「
ラ
ヂ
オ
体
操
の
普
及
奨
励
」（
一
般
国
民
特
に
都
市
生
活

者
）、「
戸
外
運
動
の
指
導
奨
励
」（
主
と
し
て
都
市
生
活
者
）、「
夏
期

休
暇
を
利
用
す
る
心
身
鍛
錬
（
主
と
し
て
学
生
生
徒
児
童
）」43
の
三

点
で
あ
り
、
ラ
ヂ
オ
体
操
が
こ
の
運
動
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
戸
水
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
後
に
な
る
と
、
こ
れ
は
極
限

ま
で
拡
大
す
る
。
一
九
四
三
年
に
、
台
湾
南
西
部
の
土
庫
（
現
在
の

雲
林
県
土
庫
鎮
）
の
街
へ
の
昇
格
を
取
材
し
た
記
者
は
、
以
下
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

こ
こ
の
ラ
ヂ
オ
体
操
の
徹
底
振
り
は
ま
こ
と
に
奇
蹟
に
近
い
。

街
の
者
全
部
残
り
な
く
参
加
だ
。
お
そ
ら
く
全
島
何
処
に
行
っ
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て
も
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
尠
い
で
あ
ろ
う
。

ラ
ヂ
オ
体
操
の
町
〝
土
庫
〟
は
、
ラ
ヂ
オ
体
操
で
更
正
し
た
町

で
あ
ろ
う
。
土
庫
は
ト
コ
で
寝
床
に
通
じ
、
昔
は
き
っ
と
相
当

な
朝
の
遅
い
町
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
こ
れ
で
は
な
ら
ぬ

と
ラ
ヂ
オ
体
操
で
早
起
き
励
行
―
ま
こ
と
に
微
笑
ま
し
い
風
景

で
あ
る
44
。

統
治
す
る
側
に
た
つ
日
本
人
記
者
の
目
に
は
、
本
島
人
が
こ
ぞ
っ

て
早
起
き
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
「
参
加
」
を
し
て
い
る
光
景
は
「
微

笑
ま
し
」
く
映
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
後
に
は
厳
し
い
「
動
員
」

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
お
わ
り
に

こ
う
し
て
、
台
湾
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
導
入
過
程
を
た
ど
っ

て
み
る
と
、
ほ
ぼ
日
本
の
そ
れ
と
類
似
し
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
は
個
人
の
健
康
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

ラ
ジ
オ
体
操
が
、「
非
常
時
」
に
お
け
る
総
動
員
の
結
果
、「
健
康
報

国
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
言
え
る
。
し

か
し
、
修
養
団
に
お
け
る
国
民
体
操
の
よ
う
に
、
精
神
修
養
と
結
び

つ
い
た
集
団
的
な
体
操
の
実
践
が
ラ
ジ
オ
体
操
に
先
行
し
て
存
在
し

た
こ
と
が
見
逃
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

集
団
化
の
素
地
と
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
曲
が
り
な
り
に
も
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
時
期
を

経
験
し
た
日
本
国
内
に
対
し
、
そ
う
し
た
時
期
の
な
か
っ
た
植
民

地
・
台
湾
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
修
養
会
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

社
会
教
化
運
動
と
親
和
的
な
も
の
と
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
集
団
化

し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
直
接
の
聴
取
者

で
あ
っ
た
日
本
人
や
一
部
の
日
本
語
を
解
す
る
台
湾
人
だ
け
で
な

く
、
日
本
語
を
解
さ
な
い
「
本
島
人
」
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
へ
の
参

加
・
動
員
を
急
速
に
促
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
内
国
人
」

と
「
本
島
人
」
の
区
別
な
く
、「
日
本
人
」
と
し
て
の
国
民
精
神
を
涵

養
し
、
国
民
的
自
覚
を
深
め
る
も
の
と
し
て
、
よ
り
切
実
に
意
識
さ

れ
、
期
待
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
総
督
府
の
社
会
政
策
や
メ
デ
ィ
ア

政
策
に
は
十
分
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
や

「
満
州
」
な
ど
ほ
か
の
植
民
地
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
固
有
性

を
さ
ら
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
、
こ
れ
ら

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
注
】

１　

こ
の
作
品
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
現
在
、YouT

ube

上
で
も
閲
覧
で
き
る
。

　
　

https:// w
w

w
.youtube.com

/ w
atch? v=

Pe6 rF-Se9 jg
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https:// w
w

w
.youtube.com

/ w
atch? v=

vH
eM

_ SnsIog

　
　

https:// w
w

w
.youtube.com

/ w
atch? v=

o12 jJnH
cQ

X
c

　
　

ま
た
、「
ア
ジ
ア
・
ア
ナ
ー
キ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、『
毎
日

新
聞
』
二
〇
一
四
年
四
月
九
日
付
け
に
、
批
評
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

２　

黒
田
勇
「
ラ
ジ
オ
体
操
と
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
津
金
澤
聡
廣
編
『
近
代
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
』
同
文
舘
、
一
九
九
六
年
。

３　

黒
田
勇
『
ラ
ジ
オ
体
操
の
誕
生
』
青
弓
社
、
一
九
九
九
年
。

４　

高
橋
秀
実
『
素
晴
ら
し
き
ラ
ジ
オ
体
操
』
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。（
二
〇

一
三
年
、
草
思
社
文
庫
か
ら
再
刊
。）

５　

竹
山
昭
子
『
ラ
ジ
オ
の
時
代　

ラ
ジ
オ
は
茶
の
間
の
主
役
だ
っ
た
』
世
界
思

想
社
、
二
〇
〇
二
年
。

６　

竹
村
洋
介
「
身
体
・
リ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア　

ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
た
頃
を

中
心
に
」『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ス
ト　

武
蔵
社
会
学
論
集
』
二
（
一
）、
武
蔵
社
会
学

会
、
二
〇
〇
〇
年
。

７　

山
下
大
厚
「
国
民
化
と
ラ
ジ
オ
体
操　

国
家
の
身
体
と
わ
た
し
の
身
体
」

『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
四
号
、
法
政
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
〇
年
。

８　

権
学
俊
「
戦
時
下
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
身
体
管
理
と
規
律
化
に
関
す
る

一
考
察
」
有
賀
郁
敏
・
山
下
高
行
編
著
『
現
代
ス
ポ
ー
ツ
論
の
射
程　

歴
史
・

理
論
・
科
学
』
文
理
閣
、
二
〇
一
一
年
。

９　

代
珂
「｢

関
東
州｣

及
び｢

満
洲
国｣

に
お
け
る
ラ
ジ
オ
体
操
の
儀
式
的
機

能
」『
人
文
学
報
』
一
九
三
号
、
首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科
、
二
〇
一

四
年
。

10　

入
江
克
己
「
日
本
近
代
に
お
け
る
植
民
地
体
育
政
策
の
研
究
」（
第
１
報
～

第
６
報
）『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告　

教
育
科
学
』
三
五
（
二
）
～
三

八
（
二
）、
鳥
取
大
学
教
育
学
部
、
一
九
九
三
～
一
九
九
六
年
。
西
尾
達
雄
『
日

本
植
民
地
下
朝
鮮
に
お
け
る
学
校
体
育
政
策
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。
同

「「
植
民
地
と
身
体
」
に
関
わ
る
研
究
動
向
」『
植
民
地
教
育
史
研
究
年
報
』
一

六
号
、
皓
星
社
、
二
〇
一
三
年
。

11　

た
だ
し
、
黒
田
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
八
年
八
月
の
一
ヶ
月
間
、
大
阪
局

で
も
ラ
ヂ
オ
に
よ
る
体
操
番
組
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
ラ
ジ
オ
体

操
」
の
起
源
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
黒
田
前
掲
書
、
一
一
～
一
二
ペ
ー
ジ
。

12　

面
高
叶
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
を
創
っ
た
頃
」『
放
送
』
一
一
（
六
）、
日
本
放

送
協
会
、
一
九
四
一
年
七
月
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

13　

日
本
放
送
協
会
編
『
二
〇
世
紀
放
送
史
』
上
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇

〇
一
年
、
五
八
ペ
ー
ジ
。

14　

放
送
文
化
研
究
所
二
〇
世
紀
放
送
史
編
集
室
『
台
湾
放
送
協
会
』
一
九
九
八

年
。
お
よ
び
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
』
の
各
年
版
を
参
照
し
た
。

15　
『
電
電
の
十
年
』
満
州
電
信
電
話
株
式
会
社
、
一
九
四
三
年
（
波
形
昭
一
・

木
村
健
二
・
須
永
徳
武
監
修
『
社
史
で
見
る
日
本
経
済
史　

植
民
地
編
』
第
三

三
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。
山
本
武
利
「
満
州
に
お
け
る
日
本
の

ラ
ジ
オ
戦
略
」『Intelligence

』
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
早
稲
田
大
学
二
〇
世

紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
。
お
よ
び
朴
順
愛
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
の
役

割
」『Intelligence

』
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
早
稲
田
大
学
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ

ア
研
究
所
。

16　
『
ラ
ヂ
オ
体
操
感
想
文
集　

ラ
ヂ
オ
体
操
放
送
開
始
十
周
年
記
念
』
日
本
放

送
協
会
、
一
九
三
九
年
。
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17　

田
中
武
編
『
泰
国
重
要
問
題
摘
要　

昭
和
十
六
年
編
』
日
泰
学
院
調
査
部
、

一
九
四
二
年
、
二
二
ペ
ー
ジ
。
な
お
、「
バ
ツ
タ
ン
バ
ン
」（
バ
タ
ン
バ
ン
）
は
、

か
つ
て
タ
イ
の
領
土
に
編
入
さ
れ
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
が
、
一
九
〇

九
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
と
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
五
月
九
日
の
タ
イ
と
フ
ラ

ン
ス
（
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
）
が
日
本
の
仲
介
で
締
結
し
た
条
約
に
よ
り
、
再
び
タ

イ
が
領
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
三
年
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
領
と
な
っ
た
。

18　

久
保
雄
二
郞
「
ラ
ジ
オ
と
戦
線
（
下
）
ラ
ジ
オ
体
操
」『
放
送
研
究
』
一

（
三
）、
日
本
放
送
協
会
、
一
九
四
一
年
一
二
月
、
八
二
～
八
四
ペ
ー
ジ
。

19　

中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
台
湾
総
督
府
職
員
録
系
統
（http:// w

ho.ith.

sinica.edu.tw/ m
pV

iew
.action

）
に
よ
る
。

20　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
〇
年
四
月
一
日
～
五
日
。

21　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
〇
年
三
月
二
九
日
。

22　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
四
月
一
日
。

23　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
九
年
九
月
二
九
日
。

24　

松
元
稲
穂
『
国
民
体
操　

健
康
読
本
』
彩
雲
堂
、
一
九
二
六
年
。

25　

鈴
木
寬
「
国
民
体
操
に
就
て
」『
高
雄
時
報
』
八
号
、
発
行
年
月
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
一
九
二
七
年
と
思
わ
れ
る
。

26　

黒
田
前
掲
書
、
三
六
ペ
ー
ジ
、
七
一
ペ
ー
ジ
。

27　

蓮
沼
門
三
「
白
色
倫
理
運
動
と
明
魂
の
発
揮
」
大
久
保
周
八
編
『
現
代
名
演

説
集　

一
九
二
八
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
二
八
年
。

28　

蓮
沼
や
修
養
団
に
つ
い
て
は
、
綱
沢
満
昭
「
蓮
沼
門
三
に
つ
い
て
」『
近
畿

大
学
教
養
部
紀
要
』
二
九
（
二
）、（
近
畿
大
学
教
養
部
、
一
九
九
七
年
一
二

月
）、
新
藤
雄
介
「
大
正
期
に
お
け
る
雑
誌
『
向
上
』
と
修
養
団
の
広
が
り　

巡
回
講
演
と
青
年
団
の
関
連
に
お
い
て
」（『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』 

三
四
号
、
二

〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

29　

佐
々
木 

浩
雄
「「
国
民
体
操
」
の
普
及
と
そ
の
特
質　

―
大
正
期
に
お
け
る

修
養
団
運
動
お
よ
び
協
調
会
第
1
回
労
務
者
講
習
会
（
一
九
二
一
）
で
の
実
践

を
中
心
に
―
」『
体
育
史
研
究
』
二
三
号
、
日
本
体
育
学
会
体
育
史
専
門
分
科

会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
。

30　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
五
年
一
一
月
二
三
日
、
二
五
日
、
二
六
日
。
名

越
生
「
修
養
団
に
就
て
」『
台
湾
鉄
道
』
一
六
五
号
、
一
九
二
五
年
三
月
。
同

「
修
養
団
講
習
会
に
就
て
」『
台
湾
鉄
道
』
一
六
六
号
、
一
九
二
五
年
四
月
。

31　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
八
年
一
一
月
五
日
。

32　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
五
五
号
、
一
九
三
七
年
七
月
五
日
。

33　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
五
八
号
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
五
日
。

34　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
六
六
号
、
一
九
三
八
年
六
月
五
日
。

35　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
六
五
号
、
一
九
三
八
年
五
月
五
日
。

36　

日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑　

昭
和
一
五
年
版
』
一
九
四
〇
年
、
七

ペ
ー
ジ
。

37　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
三
年
八
月
一
二
日
。
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ヂ

オ
年
鑑　

昭
和
九
年
版
』
一
九
三
四
年
、
四
二
八
ペ
ー
ジ
。
放
送
文
化
研
究
所

二
〇
世
紀
放
送
史
編
集
室
『
台
湾
放
送
協
会
』
一
九
九
八
年
、
三
四
ペ
ー
ジ
。

た
だ
し
、
上
松
英
夫
「
第
一
回
台
北
ラ
ヂ
オ
体
操
の
会
」（『
台
湾
逓
信
協
会
雑

誌
』
一
四
〇
号
、
一
九
三
三
年
九
月
一
七
日
）
に
は
、
六
日
間
の
参
加
者
の
合

計
は
二
万
八
五
〇
〇
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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38　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
四
年
七
月
一
三
日
、
八
月
二
三
日
。

39　
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
四
三
年
八
月
一
九
日
。

40　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
四
四
号
、
一
九
三
六
年
八
月
五
日
。

41　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
五
七
号
、
一
九
三
七
年
九
月
五
日
。

42　
『
ラ
ヂ
オ
タ
イ
ム
ス
』
五
七
号
、
一
九
三
七
年
九
月
五
日
。

43　
「
国
民
体
力
と
は
何
か
」『
社
会
事
業
の
友
』
一
〇
五
号
、
一
九
三
七
年
八
月

一
日
、
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

43　

杉
崎
記
者
「
黎
明
の
街
〝
土
庫
〟」『
台
湾
地
方
行
政
』
九
号
、
一
九
四
三
年

九
月
一
〇
日
、
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。

な
お
、
原
則
と
し
て
、
繁
体
字
や
旧
字
は
新
字
に
、
旧
仮
名
づ
か

い
は
新
仮
名
遣
い
に
修
正
し
た
。
ま
た
、
旧
来
の
「
ラ
ヂ
オ
」
と
い

う
表
記
は
、
一
九
四
一
年
四
月
に
「
ラ
ジ
オ
」
と
改
め
ら
れ
た
。（
た

だ
し
、
そ
の
前
後
で
も
両
方
の
表
記
は
併
存
し
て
い
る
。）
こ
れ
に
つ

い
て
は
本
稿
で
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

付
記

　

筆
者
は
、
立
教
大
学
派
遣
研
究
員
の
制
度
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
七

日
か
ら
一
二
月
二
六
日
ま
で
、
台
湾
の
天
主
教
輔
仁
大
学
に
滞
在
し
、
研
究
を
す

る
機
会
を
得
た
。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

（
立
教
大
学
社
会
学
部
教
授
）


